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はじめに

　私は、教師生活の二十数年間、コミュニケーションの指導を大切に
行ってきました。スピーチ指導、会話・対話指導、討論・話し合い指
導などです。
　それぞれの指導のポイントを見つけ出し、教室の中で実践していま
す。
　その結果、子どもたちは確実に変わっていきました。
　毎年、積極型の子どもへと変容し、絆の強いあたたかい学級へと成
長しています。
　また、それとともに、教師である私自身の話し方、聞き方にも大き
な変化が出てきました。子どもたちへの指導を模索する過程で、自ら
のコミュニケーション力を省みる機会を得たのです。
　分かりやすく伝える、相手と理解し合う、人間関係をよりよくする
といったコミュニケーション力は、子どもだけではなく、指導する教
師も身に付けておかなくてはなりません。
　実は、コミュニケーションのポイントは、大人も子どもも基本的に
同じなのです。
　さて、当然のことながら教師の学校内におけるほぼすべての指導は、
子どもたちとのコミュニケーションで成り立つものです。
　このことを考えると、教師のコミュニケーション力の有無が、毎日
の授業や指導のレベルを左右すると言ってもよいでしょう。
　しかし、そのコミュニケーション力に「自信を持っている」と、答
えられる教師は少ないのではないでしょうか。
　大学を卒業するまでの学校教育の中で、コミュニケーションについ
て学ぶ機会はほとんどなかったことと思います。
　また、教師として現場に出ても、「楽しい学級経営」「文学教材の指
導法」といった研修講座を受講できる機会はたくさんあると思います
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が、「教師のコミュニケーション講座」「子どもを育てる教師の話し方
講座」といった内容の研修講座はほとんど耳にしないでしょう。
　ですから、自分のコミュニケーション力に自信が持てない教師、ど
うすればうまくなれるのか悩んでいる教師も多いことと思います。

　そこで本書では、誰にでもすぐに実践でき、効果を実感できるコミ
ュニケーション術を紹介したいと思います。
　その内容としては、授業における子どもとのコミュニケーションを
中心として、「話し方」「聞き方」のポイントを具体的に示していきま
す。
　この一冊で、日々子どもたちと向かい合う教師が、身に付けておく
べきコミュニケーションの基本を学べるのではないかと思います。
　ぜひ一読していただき、実際にそれぞれの効果を試してみて下さい。
　本書が多くの教師のコミュニケーション力向上に、少しでもお役に
立つこととなれば幸いです。

菊池　省三
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第１章　誰でも必ず上達する「話し方」の基本

1
目線を上げて話す

1 …子どもに届かない教師の声
　廊下を歩いていると、活発に授業が行われている教室とそうではな
い教室があることに気づきます。
　何が原因なのでしょう。その違いは何でしょう。
　原因は複雑だと思いますが、その大きな違いの１つに「教師の目線」
があります。
　沈んだ教室の教師は目線が下がっているのです。下を向いてボソボ
ソと話をしているのです。
　当然、教師の話す声は教室全体に届いていません。子どもたちは「私
に話してくれていない」「ぼくに伝えようとしてくれていない」と感
じて授業に参加しなくなってしまいます。

2 …伝える第一歩は目線を上げること
　目線を上げて話すと、伝えようという気持ちも強くなります。相手
を意識するからです。
　また、明るく元気のいい声に変わります。子どもたちに伝わる声に
変わるのです。表情にも明るい笑顔が出てきます。
　そうなると教師と子どもとの関係もよくなります。「きちんと聞こ
う」「よく聞いて理解しよう」という子どもが育ってきます。
　教師と子どもの間に程よい緊張感が生まれ、いきいきとした授業に
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ポイント
毎時間、教室に入る前に「目線チェック」
をすることで目線を上げてから、子ども
たちに話をしよう！

変わってきます。
　活発な授業が行われている教室では、教師の目線は必ず上がってい
るのです。

3 …教室に入る前に「目線チェック」をする
　教室に入る前に「目線を上げて子どもたちを見よう」と自分に言い
聞かせることです。それを、毎時間意識します。
　顔を上げ、胸を張ることを実際にしてみるのです。
　目線を上げて話すと、子どもたちも「先生の話を聞こう」と必ず応
えてくれます。
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第１章　誰でも必ず上達する「話し方」の基本

2
短文で話す

1 …ダラダラとした教師の話
　教師の話は分かりにくいとよく言われます。
 「～けれど、～」「～とか、～」「～で、～」などと、だらだらと話を
しているからです。
　読点が多いのです。
　これらは、「とりあえず……」といった軽い感じで話し始めている
からでしょう。
　一文が長いと、何を話したいのかが聞き手である子どもたちには分
かりません。混乱するだけです。
　すると、話を聞かない子どもが育ってしまいます。

2 …一文一義で話す
 「ダラダラ話」をやめる一番のポイントは、１つの文には２つ以上の
事柄を入れないということです。
　１つの文には１つの事柄のみを入れて話すということです。
　つまり、一文一義で話すとよいのです。
　このことが身に付くと、
　①　結論を先に話す
　②　事実と意見を区別して話す
　③　まとまった話をする
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ポイント
意識的に読点を少なくし、すぐに句点を
つけるようにして、短文をつないだ話し
方をしよう！

といったことが容易になります。

3 …句点をつけて短文で話す
　短文で話すということは句点を多用するということです。
　・すぐに句点
　・５秒で句点
　などと心に決めて話すのです。
　句点の後にはわずかですが沈黙の時間ができます。この間

ま

は、聞き
手の子どもの理解を助けることになります。
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第１章　誰でも必ず上達する「話し方」の基本

応答関係を入れて話す
3

1 …一方的に話す教師
 「話せば分かるだろう」「子どもは黙って聞くものである」といった
考え方からか、子どもの反応を無視して一方的に話す教師がいます。
　子どもはじっとしていますが、ほとんど聞いていない状態です。
　このような教師は、一方通行のコミュニケーションになってしまっ
ている自分の話し方に気づいていないのでしょう。
 「教師は話す人、子どもは聞く人」となってしまっては、楽しい授業
はできません。

2 …応答関係をつくって話す
　コミュニケーションは双方向の関係であるべきです。
　これはコミュニケーションの大原則です。
　話し手である教師と聞き手である子どもたちとの間に、質疑応答の
関係をつくりながら話すことです。
　話の区切りのいいところで問いかけたり、先の予想をさせたりする
と、教師と子どもとの言葉のキャッチボールが生まれてきます。
　応答関係のある授業を子どもは楽しいと感じるようになります。
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ポイント
コミュニケーションは双方向であること
を自覚し、クイズ形式など、楽しい伝え
方をマスターしよう！

3 …応答関係はクイズ形式から
　応答関係をつくり出す一番簡単な方法は、クイズ形式にすることで
す。
 「先生の中学校時代にしていたスポーツは何でしょう。３択です。１
番は野球、２番はサッカー、３番は剣道です。さて何番でしょう」
　クイズの基本は、①問題を出す、②答えを求める、③答えを言う、
④解説をする、の４段階です。
　子どもたちはクイズ番組が大好きですから、必ずのってきます。
　自然と言葉のキャッチボールができるようになります。教師の話も
子どもの中に残りやすくなります。


